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市第58号議案 

   横浜市福祉のまちづくり条例の一部改正 

 横浜市福祉のまちづくり条例の一部を改正する条例を次のように

定める。 

   令和６年12月６日提出 

                 横浜市長 山 中 竹 春  

横浜市条例（番号） 

   横浜市福祉のまちづくり条例の一部を改正する条例 

 横浜市福祉のまちづくり条例（平成24年12月横浜市条例第90号）

の一部を次のように改正する。 

 前文のうち第３項中「一人一人の個性を尊重し、認め合う」を「

誰一人取り残されることのない」に改め、第４項中「お互いを尊重

し、助け合う、人の優しさにあふれたまちづくりを基本理念とし」

を「互いに人権を尊重し、個人の尊厳を重んずることを基本理念に

」に改め、「となって」の次に「まちづくりを推進し」を加える。 

 第１条中「定めるとともに、」を「定め、並びに」に改め、「に

より」の次に「、社会的障壁を生じさせないための必要な措置を行

うことによって」を加え、「人間性豊かな福祉都市」を「横浜に関

わる全ての人が相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会

」に改める。 

 第２条第２項中第４号を第５号とし、第３号を第４号とし、第２

号を第３号とし、第１号の次に次の１号を加える。 

(2)  社会的障壁 高齢者、障害者等にとって日常生活又は社会生

活を営む上で障壁となるような社会における事物、制度、慣行

、観念その他一切のものをいう。 
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 第３条第３項及び第４条第４項中「施設を」を「施設について、

」に、「ための」を「ため、社会的障壁を生じさせないための整備

、研修その他の必要な」に改める。 

 第18条の見出し中「市民参画」を「市民等の参画」に改め、同条 

に次の１項を加える。 

２ 市長は、不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高齢者、

障害者等が利用する施設の整備計画を策定する場合は、高齢者、

障害者等その他市長が必要と認める者が参画する機会を確保する

ための措置を講ずるよう努めるものとする。 

   附 則 

 この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

 

   提 案 理 由 

 横浜市及び事業者の責務に関する規定を追加するとともに、高齢

者、障害者等の参画の機会を確保するための規定を整備する等のた

め、横浜市福祉のまちづくり条例の一部を改正したいので提案する

。 
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参  考  

   横 浜 市 福 祉 の ま ち づ く り 条 例 （ 抜 粋 ） 

                     上 段  改 正 案     
                    (下 段  現  行)  

 横 浜 は 、 開 港 当 時 か ら 新 し い 文 化 や 国 内 外 の 様 々 な 人 々 を 広 く 受

け 入 れ な が ら 、 独 自 の 文 化 を 創 り 出 し て き た 。 こ の 横 浜 の 文 化 が 福

祉 の ま ち づ く り に 生 か さ れ 、 昭 和 49 年 に 、 高 齢 者 、 子 ど も 、 障 害 者

等 全 て の 市 民 が 生 活 し 、 活 動 で き る 横 浜 市 の 実 現 を 理 念 と し た 福 祉

の 風 土 づ く り 推 進 事 業 を 開 始 し 、 今 日 ま で の 様 々 な 取 組 に つ な が っ

て い る 。 

 近 年 の 少 子 高 齢 化 や 生 活 様 式 の 多 様 化 な ど 、 市 民 の 生 活 環 境 は 大

き く 変 化 し 、 暮 ら し が 便 利 に な っ た 半 面 、 人 と 人 と の つ な が り が 希

薄 化 し 、 社 会 の 中 で 孤 立 す る 人 が 増 え る な ど 新 た な 課 題 も 生 じ て い

る 。 

 こ の よ う な 状 況 だ か ら こ そ 、 横 浜 が 培 っ て き た 多 様 な 文 化 を 受 け 

              誰 一 人 取 り 残 さ れ る こ と の な い    
入 れ る 風 土 を 大 切 に し な が ら 、             
              一 人 一 人 の 個 性 を 尊 重 し 、 認 め 合 う 

社 会 が 求 め ら れ て い る 。 

 福 祉 の ま ち づ く り の 基 本 的 な 考 え 方 で あ る 基 本 的 人 権 の 保 障 、 生

活 者 主 体 の 視 点 並 び に 市 民 、 事 業 者 及 び 行 政 に よ る 協 働 に 加 え 、 暮

ら す 人 だ け で な く 訪 れ る 人 や 勤 め る 人 も 含 め 、 横 浜 に 関 わ る 全 て の 

  互 い に 人 権 を 尊 重 し 、 個 人 の 尊 厳 を 重 ん ず る こ と を 基 本 理 念 に 
人 が                         
  お 互 い を 尊 重 し 、 助 け 合 う 、 人 の 優 し さ に あ ふ れ た ま ち づ く り 

                         ま ち づ く り 
       、 市 民 、 事 業 者 及 び 行 政 が 一 体 と な っ て 
を 基 本 理 念 と し                     

を 推 進 し                      
    、 次 世 代 に つ な げ て い く こ と が で き る ま ち を 目 指 し 、 こ の 
 

条 例 を 制 定 す る 。 

 （ 目 的 ） 

第 １ 条  こ の 条 例 は 、 福 祉 の ま ち づ く り に つ い て 、 横 浜 市 ( 以 下 「 
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 市 」 と い う 。 ) 、 事 業 者 及 び 市 民 の 責 務 を 明 ら か に し 、 福 祉 の ま 

                  定 め 、 並 び に    
 ち づ く り に 関 す る 施 策 の 基 本 的 事 項 を         高 齢 者 、 

定 め る と と も に 、     

 障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 18 年 法 律 第   

 91 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。） 第 14 条 第 ３ 項 の 規 定 に 基 づ き 特 別 特 

                         、 社 会 的 障 
 定 建 築 物 に 追 加 す る 特 定 建 築 物 等 を 定 め る こ と に よ り 

 

 壁 を 生 じ さ せ な い た め の 必 要 な 措 置 を 行 う こ と に よ っ て          
       、 福 祉 の 

 

                             横 
 ま ち づ く り に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 し 、 も っ て 

人 

浜 に 関 わ る 全 て の 人 が 相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 合 い な が ら 共 生 
 間 性 豊 か な 福 祉 都 市 

 す る 社 会 
の 実 現 に 資 す る こ と を 目 的 と す る 。 

 

 （ 定 義 ）   

第 ２ 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 

 に 定 め る と こ ろ に よ る 。 

   （ 第 １ 号 省 略 ） 

 (2)  社 会 的 障 壁  高 齢 者 、 障 害 者 等 に と っ て 日 常 生 活 又 は 社 会 生 
 

  活 を 営 む 上 で 障 壁 と な る よ う な 社 会 に お け る 事 物 、 制 度 、 慣 行 
 

  、 観 念 そ の 他 一 切 の も の を い う 。 
 

(3)  
      （ 本 文 省 略 ） 

(2)  

(4)  
（ 本 文 省 略 ） 

(3)  

(5)  
   （ 本 文 省 略 ） 

(4)  

 （ 市 の 責 務 ） 

第 ３ 条  （ 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

                 施 設 に つ い て 、 
３  市 は 、 自 ら 設 置 し 、 又 は 管 理 す る        高 齢 者 、 障 害 
                 施 設 を      

                     た め 、 社 会 的 障 壁 を 
 者 等 が 安 全 か つ 円 滑 に 利 用 で き る よ う に す る 
                     た め の        

生 じ さ せ な い た め の 整 備 、 研 修 そ の 他 の 必 要 な 
                     措 置 を 講 ず る よ う 
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 努 め る も の と す る 。 

 （ 事 業 者 の 責 務 ） 

第 ４ 条  （ 第 １ 項 か ら 第 ３ 項 ま で 省 略 ） 

                   施 設 に つ い て 、 
４  事 業 者 は 、 自 ら 所 有 し 、 又 は 管 理 す る        高 齢 者 、 
                   施 設 を 

                       た め 、 社 会 的 障 
 障 害 者 等 が 安 全 か つ 円 滑 に 利 用 で き る よ う に す る 
                       た め の 

壁 を 生 じ さ せ な い た め の 整 備 、 研 修 そ の 他 の 必 要 な 
                        措 置 を 講 ず る 
  

 よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 

  市 民 等 の 参 画                        
 （       の 確 保 ） 
  市 民 参 画                    

第 18 条  （ 第 １ 項 省 略 ） 

２  市 長 は 、 不 特 定 か つ 多 数 の 者 が 利 用 し 、 又 は 主 と し て 高 齢 者 、 
 

 障 害 者 等 が 利 用 す る 施 設 の 整 備 計 画 を 策 定 す る 場 合 は 、 高 齢 者 、 
 

 障 害 者 等 そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 者 が 参 画 す る 機 会 を 確 保 す る 
 

 た め の 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。 
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